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いる, というのである｡ しかしまた, かれによれば, この二種類の実理は,
｢相合 して初めて物心両界に対する人間の認識を完成すべき (ここに弁証法に




これが. 二種類の真理の両立性について, 晩年の河上が与えている, 理論
的 ･哲学的な説明の大要であるo 河上は, こうした結論を出すことによって,
｢私のためには三十飴年来の宿題であった物心二界の統一を成就することが出
来 非常な安堵と満足を感 じることが出来た｣(『自叙伝』四)と,『自叙伝』
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私のこのような見解に対しては,すでにさまざまな角度からの批判や異論が
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教観を,河上の青年期以来の思想的 ･理論的な発展の結論であったかのように
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｢私は, 今度こそは, 倫理的な説教や空想的な希望やをもってこの盾を結ぶ
















的 ･倫理的な ｢空想｣を排斥しようとする立象 その意味での ｢科学｣的な立
場をとるにいたったことを意味しているが,必ずしも宗教的 ･倫理的な意識や
観念のすべてを ｢空想｣として否定する立場をとったことを意味してはいない,


























なければならぬ｣ (同色 p26-27)という主張を論拠として, ｢この河上の到
達点においては,もはやあの 『絶対不変の六合に弥って永劫に実存する道徳』
























挙 ･投獄という状況の変化,そこで河上の心のなかに起 って きた ｢ある種の
『転向』- というのが言いすぎであれば 『屈折』｣(Y,p_131)に求めている｡
この点について,山田氏は次のように述べている｡- 検挙 .投獄によってマ
ルクス主義の研究も実践 も断念せざるをえない状況に追い込 まれた河上 は,
｢佐野,銅山らのような醜態だレナは演じまいという 『非転向』への決意｣をい
だ くとともに,｢三十年来培 ってきたマルクス主義への 『学問的信念』と同時
に,佐野らとは異なる自己の特殊性,青年期の宗教体験｣を強 く想起 し,意識
するようになったO こうした ｢JLhの動き｣のなかから, ｢マルクス主義とは別
個の観点から自分の 『こころの歴史』 を振 りかえろう｣ (Y,p 131)という,
『自叙伝』に通ずるような精神構造がしだいに形づ くられてきたのであり.普
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河上は.いわば準備不足のまま この問題を取 りあげ,取 り組まざるをえなか













の世界｣だから,これによって得られる ｢真理｣ も ｢相対泊勺｣たるを免れないO
だが, ｢私共は其の相対的であると云ふことをもやは り相対的に理解して｣い
るので, ｢たとひ之に よって確固不動の立脚地を得ることは出来ないにして
も｣懐疑主義に陥ることはない｡私は ｢斯様に科学の強味 と弱味を限定 して居
るもo)であり,それだけの意味の 卜に,科学の指示に従ひ一定の生 き方をして,
落を劃 したい｣ と考えているO ｢之から先は一つ絶対の世界に (もし果 してさ
う云ふ ものがあるのなら)住んで見たい｣,｢離言世界の光景をば一度自分の心
眼で見届けた上で,新たに得た立脚から首を回らして,過去三十年の科学者と
しての自分の生き方を振 り返って見たい｣ と思 っている,と｡山田氏は,この
振 りかえろう｣ とする ｢Jbの動 き｣を示すものとし 『自叙伝』や 『費語』で
の宗教論は,こうした ｢心の動き｣の延長線上で執筆されたものだと論じてい
る｡
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たしかに,ここには,これまでの科学者としての生き方への断念と新たな視










でも｣変らず,私は ｢そのた桝 こ矛盾を感 じはしなかった｣が,｢いつでも心
の中に何等かの暖昧さを自覚してゐた｣, と｡(『自叙伝』四)河上は,検挙 .投










































































次元が独自の領域として 自覚されなかったことにもとづ く, と考えられるO｣



















が欠如 していたこと｣を,｢河上とマルクス主義のために悼みたい｣ (Y,p 131)
と思うのである｡
